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1．主な研究テーマ
① センシング／モニタリングに基づいた橋梁構造モデリング

3Dレーザ計測や画像解析などの光学計測技術と振動センシング技術に高精度構造同定と機械
学習を統合的に応用することで、橋梁等構造物の構造解析モデルを効率的かつ高精度に構築す
る手法の構築を進めています。

② モジュラー式仮設橋の構造特性の把握
ベイリー橋と呼ばれるようなモジュラー式のトラス構造で汎用性のある仮設橋が世界中で恒

久橋として多用されていますが、補修・補強あるいは架替の判断を行うための健全性の評価が
できないことが大きな問題となっています。本研究では、実橋計測や模型実験、供用環境・劣
化・損傷に関する現地調査に基づいた構造解析により、対象の構造形式の耐荷形態等の構造特
性の把握を図っています。

③ 構造物の点検の合理化のためのセンシング技術の開発
吊り形式橋梁のケーブル点検ロボットのための画像解析や、一般車両が走行する際の動的応

答のみに基づく道路ラフネスの推定、ドライブレコーダーの画像解析による舗装損傷の高精度
自動検出など、構造物の点検の効率化・高度化を実現するさまざまなセンシング技術を開発し
ています。

2．キーワード 
社会基盤構造物、構造ヘルスモニタリング、構造同定、画像解析、維持管理

3．特色・研究成果・今後の展望等（社会実装への展望・企業へのメッセージもあれば） 
① 高精度な構造同定と統計分析手法の統合により、さらなる高精度化を実現しています。
② モジュラー式仮設橋は日本国内では殆ど供用されていないため、ラオスやモザンビークとい

った海外をフィールドとして、各国の大学や政府機関との共同体制を整え、研究を進めてい
ます。

③ 例えば画像解析では、進化計算法によって構築した複合画像フィルタに多重解像度処理や自
律的追跡処理などの独自の手法を組み合わせることで、画像上で目視可能な損傷をほぼ全て
安定して抽出することを可能としています。

「実用できる」構造モニタリングの実現を目指しています。インフラ等の維持管理の新たな形
態への進化に資することを期待しています。JICA 等の国際協力事業において活用されることが
期待され、開発途上国の橋梁維持管理能力の強化・向上に直接的に資するものと考えています。
日本が誇る産業界の技術の導入による、開発途上国における産業の振興・新興も期待します。
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